
「花のじゅうたん」　（大沢北部）
大沢北部、橋場政男さん宅の芝桜です。
5年ほど前から作り始めた色とりどりの芝桜。
果樹園の跡地を埋めつくす光景は圧巻です。
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松
川
中
央
小
学
校
に
着
任
し
、

今
年
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
校

長
の
原
彰
彦
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
昔
、
５
年

ほ
ど
こ
の
学
校
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

「
校
長
先
生
お
客
様
が
お
見
え
で

す
」
と
事
務
の
先
生
が
伝
え
て
く

れ
ま
し
た
。
入
っ
て
き
た
の
は
、

昔
と
変
わ
ら
ぬ
、
少
し

照
れ
を
押
さ
え
、
人
な

つ
っ
こ
い
笑
み
を
浮
か

べ
た
Ｍ
君
で
し
た
。

　

「
先
生
、
ご
無
沙
汰
し

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に

来
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し

て
、
早
速
館
報
に
原
稿

を
お
願
い
に
来
ま
し
た
」

と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
日
、
火
災
を
想
定

し
て
の
避
難
訓
練
が
中

央
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。　

人
の
児
童
が
、

５８０

放
送
を
合
図
に
一
斉
に

校
庭
に
避
難
し
て
き
ま

し
た
。
話
し
声
は
一
切

聞
こ
え
ま
せ
ん
。
先
生

方
が
て
き
ぱ
き
と
人
員

点
呼
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
安
座
を
し
、

じ
っ
と
待
っ
て
い
ま
す
。
見
事
で

す
。
４
月
５
日
に
入
学
し
た
１
年

生
は
、
も
う
し
っ
か
り
と
小
学
校

の
一
員
と
し
て
口
を
閉
じ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

学
校
目
標
「
よ
く
学
び
・
よ
く

遊
び
・
よ
く
働
き
、
思
い
や
り
の

あ
る
子
」
正
に
よ
く
学
ん
で
い
る

姿
の
一
つ
で
す
。
自
然
な
あ
い
さ

つ
も
よ
く
で
き
る
子
ど
も
た
ち
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
松

川
町
が
行
政
も
地
域
住
民
も
保
護

者
も
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
雰
囲
気

が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
先
ほ
ど
の
１
年
生
の
姿
も
保

育
園
か
ら
の
積
み
重
ね
の

成
果
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
君
か
ら
「
先
生
、
小

学
校
の
と
き
、
い
い
こ
と

は
い
い
、
悪
い
こ
と
は
悪

い
、
い
け
な
い
こ
と
は
い

け
な
い
と
叱
っ
て
く
れ
た
。

や
る
べ
き
こ
と
は
や
ら
さ

れ
た
。
今
、
自
分
は
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
社
交
辞

令
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
川
町
に
は
、
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
た
く
ま
し
く

育
て
よ
う
と
す
る
環
境
が
、

地
域
意
識
と
し
て
根
付
い

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

学
校
で
元
気
よ
く
学
び
、

学
力
を
つ
け
る
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
の
体
調
の
管

理
、
生
活
の 
躾 
を
家
庭
で
頑
張
っ

し
つ
け

て
い
た
だ
き
、
地
域
が
連
携
し
て

ゆ
っ
た
り
見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
松
川
の
子
ど
も
が
、
少
々

の
困
難
は
平
気
で
乗
り
越
え
ら
れ

る
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
て

成
長
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

松
川
中
央
小
学
校
長　

原　

彰
彦

地域をあげて
子どもたちの成長を願う

� ���������������

� ����������������������
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本
館
３
部
中
心
に
進
め
て
き
た

公
民
館
研
究
集
会
は
、
今
年
度
第

　

回
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま

５０す
。
第　

回
か
ら
３
年
か
け
て
取

４８

り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
「
ま
ち
づ

く
り
と
公
民
館
」
の
ま
と
め
の
年

に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
集

会
で
出
さ
れ
た
地
域
の
課
題
や
公

民
館
の
現
状
を
よ
く
整
理
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動
の
展
開

の
仕
方
に
つ
い
て
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
話
し
合
い
考
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、社
会
部
の
活
動
と
し
て
、

今
年
度
も
あ
い
さ
つ
運
動
に
力
を

い
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
地
区
公
民
館
や
役
場

青
年
部
、
社
会
教
育
委
員
会
等

様
々
な
団
体
の
方
々
に
引
き
続
き

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
が
自
然
と
あ
い

さ
つ
出
来
る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
人
形
劇
場
、
音

楽
祭
、
映
画
会
な
ど
の
文
化
事
業

へ
取
り
組
ん
だ
り
、
松
川
高
校
と

の
連
携
事
業
等
若
い
世
代
の
人
た

ち
と
の
交
流
も
深
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
新
た
に
１
名
の
新
入

部
員
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

で
あ
る
駅
伝
大
会
に
つ
い
て
は
例

年　

チ
ー
ム
近
い
参
加
を
い
た
だ

６０
き
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

も
安
全
確
保
に
は
十
分
努
め
、
引

き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
参

加
チ
ー
ム
の
関
係
者
や
各
団
体
、

ま
た
様
々
な
か
た
ち
で
関
係
さ
れ

る
皆
様
方
に
は
本
年
も
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
体
育
部
と
し
て
の
取

り
組
み
の
中
で
新
た
な
試
み
が
ひ

と
つ
あ
り
ま
す
。多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
を
紹
介
、体
験
す
る
だ
け
で
な
く
、

公
民
館
な
ど
に
も
多
く
設
置
さ
れ

て
い
る「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」を
正
し
く
扱
え

る
よ
う
普
通
救
命
講
習
を
受
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
を

十
分
に
楽
し
む
に
は
健
康
で
あ
っ

て
こ
そ
で
す
が
、万
一
の
事
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
を
学
び
、皆
さ
ん

が
安
心
し
て
各
事
業
に
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
健
康
管
理
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
ぜ
ひ
体
育
部
事
業
に
参
加
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
楽
し
い
世
界
を
体
感
で
き
る
は

ず
で
す
。

う
２
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

長
い
歴
史
を
持
つ
公
民
館
報
で

す
が
、
そ
の
時
々
の
旬
な
話
題
を

特
集
と
し
て
取
り
上
げ
る
事
で
、

歴
史
を
振
り
返
っ
た
時
に
そ
の
時

代
を
写
す
記
録
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
編
集
部
と
し
て
公
民

館
報
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
特
集

ペ
ー
ジ
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
主
に
、
２
、
３
面

を
使
い
、
公
民
館
活
動
を
取
り
上

げ
て
特
集
ペ
ー
ジ
と
し
て
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
一
歩

踏
み
込
み
、
地
域
活
動
を
取
り
上

げ
幅
広
い
視
点
で
情
報
を
お
伝
え

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
公
民
館
報
だ
か
ら
こ

そ
同
じ
紙
面
を
作
る
と
い
う
事
は
、

マ
ン
ネ
リ
化
と
紙
一
重
な
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
変
わ
ら
ず
情
報
を

発
信
し
続
け
る
と
い
う
事
は
、
常

に
発
行
す
る
側
が
情
報
の
変
化
に

対
応
し
な
け
れ
ば
、
同
じ
紙
面
を

作
り
続
け
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

伝
統
は
「
守
る
」
も
の
で
は
な

く
「
作
る
」
と
い
う
意
識
の
元
に
、

今
年
度
も
、
様
々
な
行
事
、
情
報

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
取
材
、
原
稿
の
依
頼

と
様
々
な
形
で
、
町
民
の
皆
様
に

お
願
い
す
る
事
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

公民館活動で
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〈平成24年度公民館事業スタート〉

　

新
年
度
を
迎
え
、
平
成　

年
度

２４

の
公
民
館
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

本
館
体
育
部
で
は
年
間
６
回
ほ

ど
の
事
業
を
計
画
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
、
ま
た
定
着
を
目
指
し
て

進
め
て
参
り
ま
す
。
事
業
内
容
は

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
力
増
進

や
お
互
い
の
親
睦
を
図
る
な
ど
目

的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
楽
し

め
る
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
部
の
メ
イ
ン
事
業

地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
目
指
し
て

社
会
部
長　

湯
澤
秀
樹

積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
団
体
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

健
康
で
明
る
い
松
川
町
に

体
育
部
長　

神
田
康
憲

未
来
に
残
る
紙
面
作
り

編
集
部
長　

大
東
洋
文

　

編
集
部
と
し
て
発
行
す
る
公
民

館
報
は
、
記
録
と
情
報
発
信
と
い

昨年度の公民館研究集会
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年
度  
公
民
館
関
係
の
組
織
構
成

公
民
館
関
係
の
組
織
構
成

２４教
育
委
員
会

委
員
長　

片
桐　

一
美（
諏
訪
形
）

職
務
代
理　

橋
場
正
農
夫（
中　

山
）

委　

員　

高
坂
美
千
代（
城　

北
）

委　

員　

湯
澤　

徳
晴（
増　

野
）

教
育
長　

松
村　

直
彦（
古
町
北
部
）

社
会
教
育
委
員
会

委
員
長　

清
水
す
な
を（
福　

沢
）

副
委
員
長　

佐
々
木
順
子（
宗
源
原
）

委　

員　

塩
澤　

澄
夫（
中　

山
）

委　

員　

山
田　

淑
子（
堤　

原
）

委　

員　

高
森　

広
治（
東
小
学
校
）

委　

員　

宮
澤　

紀
子（
諏
訪
形
）

委　

員　

小
島　

慎
司（
中
央
第
２
）

公
民
館
運
営
審
議
会

会　

長　

片
桐　

資
博（
議　

会
）

会
長
代
理　

坂
井　

良
紀（
学
識
経
験
）

委　

員　

松
下　

敏
彦（
議　

会
）

委　

員　

原　
　

彰
彦（
中
央
小
学
校

）

委　

員　

大
久
保
英
幸（
北
小
学
校
）

委　

員　

熊
谷
千
代
子（
女
団
連
）

委　

員　

山
田　

俊
文（
社　

協
）

委　

員　

松
前　

知
見（
中
央
Ｐ
Ｔ
Ａ

）

委　

員　

後
藤　

正
雄（
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

）

委　

員　

清
水
す
な
を（
社
教
委
員
長

）

委　

員　

佐
々
木
順
子（
社
教
委
員
）

委　

員　

山
田　

淑
子（
社
教
委
員
）

委　

員　

大
野　

幸
洋（
体
育
協
会
）

委　

員　

水
野　

邦
美（
文
化
協
会
）

委　

員　

林　
　

秀
弘（
学
識
経
験
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

委　

員　

宮
下　
　

明（
宗
源
原
）

委　

員　

池
野　

妙
子（
宮　

坂
）

委　

員　

宮
下　

剛
彦（
樫　

原
）

委　

員　

米
山　

春
彦（
大
沢
北
部
）

委　

員　

原
田
智
代
美（
羽　

場
）

委　

員　

松
下　

善
幸（
長　

峰
）

本

館

部

員

　
〈
社　

会　

部
〉

部　

長　

湯
澤　

秀
樹（
増　

野
）

副
部
長　

吉
川　

佳
弘（
大
沢
北
部
）

委　

員　

水
野
耕
一
郎（
桑
園
東
部
）

委　

員　

大
場　

将
博（
堤　

原
）

委　

員　

堀
木　

拓
也（
下
垣
外
南
部

）

委　

員　

小
林　

鉄
也（
清　

北
）

委　

員　

伊
藤　

卓
哉（
滝
ノ
沢
）

委　

員　

佐
藤　

俊
宏（
新
井
北
部
）

委　

員　

熊
谷　

拓
也（
増　

野
）

委　

員　

小
笠
原
章
文（
宗
源
原
）

　
〈
編　

集　

部
〉

部　

長　

大
東　

洋
文（
樫　

原
）

副
部
長　

久
保
田
さ
ち
子
（
広
小
路
）

部　

員　

宮
下　
　

徹（
弥
久
司
）

部　

員　

宮
下　

和
子（
上　

町
）

部　

員　

坂
本　

美
帆（
福　

沢
）

部　

員　

宮
�
亜
希
子（
馬　

坂
）

部　

員　

光
澤　

正
之（
清
泉
地
一
）

部　

員　

松
下　

佳
史（
城　

北
）

部　

員　

大
久
保
康
司（
中
荒
町
）

部　

員　

巻
井　

美
幸（
松　

川
）

　
〈
体
育
部
〉

部　

長　

神
田　

康
憲（
上　

町
）

副
部
長　

大
島　
　

崇（
古
町
東
部
）

部　

員　

塚
本　
　

聡（
上　

町
）

部　

員　

宮
脇　

俊
典（
新
井
南
部
）

部　

員　

嵐　
　

雅
俊（
本　

町
）

部　

員　

小
沢
真
奈
美（
東　

浦
）

部　

員　

高
坂　

政
憲（
中
ノ
村
）

部　

員　

高
坂
秀
太
郎（　

城　

）

部　

員　

大
澤　

優
子（
大
沢
南
部
）

部　

員　

関　
　

優
奈（
大
島
南
部
）

地
区
協
議
会

﹇
大
島
地
区
﹈

協
議
会
長　

岡
島　

一
弘（
新
井
南
部
）

主　

事　

米
山　
　

敏（
宮　

坂
）

主
事
補　

丹
羽　

正
宣（
古
町
北
部
）

﹇
上
片
桐
地
区
﹈

協
議
会
長　

大
澤　

健
利（
大　

栢
）

主　

事　

長
谷
部　

正（
清　

上
）

主
事
補　

長
瀬　

善
之（
大
沢
北
部
）

﹇
生
田
地
区
﹈

協
議
会
長　

北
林　
　

潔（
部　

奈
）

主　

事　

下
平　

正
明（
部　

奈
）

主
事
補　

中
村　
　

彰（
間　

沢
）

教
育
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
関
連
）

 

小
木
曽
雅
彦

事
務
局
長
兼
こ
ど
も
課
長

 

下
沢　

克
裕

公
民
館
長 

矢
澤　
　

登

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係
長

兼
公
民
館
主
事 

池
上　
　

徹

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係
兼

公
民
館
主
事
兼
社
会
教
育
主
事

 

新
井　

直
彦

社
会
教
育
指
導
員 

中
野　

悦
子

資
料
館 

酒
井　

幸
則

図
書
館
司
書 

矢
沢　

秀
子

 

清
田　

洋
子

 

鹿
嶋　

裕
子

社
会
教
育
施
設
管
理 

小
平　

純
久

 

宮
下　

義
雄

名
子
原
体
育
館
管
理 

松
下　

勝
子

福
与
体
育
館
管
理 

高
坂
美
智
子

〈
松
川
青
年
の
家
〉

所
長 

大
原　
　

均

次
長
兼
青
年
の
家
係
長 

福
島　

俊
美

庶
務
職
員 

松
尾　

雅
子

事
務
職
員 

松
村　

尚
樹

事
務
職
員 

西
川　

信
博

事
務
補
助
員 

片
桐
み
ど
り

施
設
管
理
員 

下
澤　

明
人

食
堂 

松
尾
久
美
子

地区協議会役員
主事補主事協議会長
丹羽　正宣米山　　敏岡島　一弘大島地区協議会
長瀬　善之長谷部　正大澤　健利上片桐地区協議会
中村　　彰下平　正明北林　　潔生田地区協議会

地区公民館役員
体 育 部 長社 会 部 長主　　事

［主　事　補］

館　　長
［副　館　長］
（会　　計）

役  職

地区館名 体育部副部長社会部副部長
小池　昭博岩崎　敏宏下井　正人

杉山　律之鈴木　　弘古　　　町
地区公民館 福与　顕一北沢　和繁

矢沢希予志立花　一人間瀬　智一
上久保晃成岡島　一弘上　新　井

地区公民館 片桐　雅美宮下　祥司
今村　直秀清水　　清佐々木広明

森脇　　進南端　照雄名　　　子
地区公民館 中村　昌彦安藤　英俊

平沢　智人荒川　　誠宮下　泰彦
荻原　太一細江　良彦上　大　島

地区公民館 大島　崇・大倉正治宮沢　明歩
松下　拓郎清水　敏文長谷部　正

長瀬　善之

大澤　健利
［松尾　寿治］
（宮澤　良輔）

上　片　桐
地区公民館 大澤　忠史宮 　正幸

溝上　孝伸前沢　則和
宮澤　勝久小倉　光男

［久保田勝秀］
福　　　与
地区公民館 竹村　正裕大倉　篤志

北林　　誠下澤　健治松下　忠寛
［橋場　正敏］松下　宗義生　　　東

地区公民館 木下　昌浩塩澤　澄夫
中島　　宏北林　　智

林　　隆司北林　　潔
（井沢　弘幸）

部　　　奈
地区公民館 北林　正希林　　米吉

教
育
長
兼
図
書
館
長
兼
資
料
館
長

 

松
村　

直
彦

生
涯
学
習
課
長
兼
文
教
施
設
係
長

平成24年4月現在

平成24年度　松川町公民館　関係者名簿
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型
に
は
ま
ら
な
い

や
さ
し
い
師
範

小原さん（下垣外北部）は師範の腕前♪

5分ほどで音が!!

演
奏
す
る

喜
び
を
共
に

塩
ビ
パ
イ
プ
が

尺
八
に　
!!

　

時
代
劇
や
民
謡
と
様
々
な
場
面

で
目
に
す
る
尺
八
。
興
味
は
あ
る

け
れ
ど
楽
器
は
高
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
し
、
始
め
た
の
は
、
い
い
け

れ
ど
途
中
で
挫
折
し
て
し
ま
っ
た

ら
も
っ
た
い
な
い
…
。
そ
ん
な
方

に
朗
報
で
す
。

　

下
垣
外
北
部
に
お
住
ま
い
の
、

都
山
流
尺
八
師
範
の
小
原 
捷
次 
さ

し
ょ
う
じ

ん
の
手
作
り
の
尺
八
は
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
の
材
料
で
作
る
た
め
価

格
は
、
な
ん
と　

円
弱
。
塩
ビ
パ

３００

イ
プ
の
表
に
４
つ
、
裏
に
１
つ
穴

を
開
け
た
シ
ン
プ
ル
な
作
り
で
す

が
、
初
め
て
尺
八
を
体
験
し
た
編

集
部
員
も
５
分
ほ
ど
で
音
が
出
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
尺
八
と
聞

く
と
、
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
こ
の
塩
ビ
パ

イ
プ
尺
八
は
、
尺
八
を
体
験
す
る

に
は
最
適
で
す
。

　

小
原
さ
ん
が
尺
八
に
出
会
っ
た

の
は　

年
程
前
。
同
僚
の
転
勤
の

３０

際
、
上
司
が
竹
の
尺
八
で
「
北
国

の
春
」
を
演
奏
し
た
の
を
聴
き
、

自
身
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
響
い
た
そ
う
で

す
。

　

小
原
さ
ん
自
身
も
転
勤
す
る
中
、

尺
八
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
師
匠
に

１
年
半
習
っ
た
り
、
東
京
へ
出
向

い
た
際
に
は
、
尺
八
づ
く
り
の
教

室
へ
通
っ
た
り
と
、
独
学
で
尺
八

の
腕
前
を
磨
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
野
の
地
で
は
仲
間
と
定
期
演

奏
会
を
開
催
し
た
り
最
近
で
は
コ
ー

ラ
ス
と
お
琴
と
尺
八
で
の
合
奏
と

幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
月

に
一
度
東
京
の
先
生
に
指
導
を
受

け
、 研
鑽 
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

け
ん
さ
ん

　

尺
八
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て

も
、
深
み
の
あ
る
音
色
で
す
が
、

５
つ
の
穴
で
、
あ
ご
の
角
度
、
指

の
開
閉
、
息
の
強
さ
で
、　

の
音

２９

が
出
せ
る
そ
う
で
す
。
腹
式
呼
吸

で
肺
活
量
も
鍛
え
ら
れ
、
指
先
を

使
う
た
め
、
脳
の
活
性
化
に
も
な

り
ま
す
。

　

「
演
奏
で
人
を
感
動
さ
せ
る
の
は
、

プ
ロ
で
な
い
と
で
き
な
い
け
れ
ど
、

自
分
で
吹
い
て
音
が
出
た
時
や
、

仲
間
と
一
緒
に
曲
を
演
奏
す
る
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

小
原
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

日
本
伝
統
の
楽
器
だ
か
ら
こ
そ

余
計
に
そ
の
音
色
に
日
本
人
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
反
応
し
、
共
鳴
す
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
尺
八
に
触
れ
て

み
た
い
、
一
度
吹
い
て
み
た
い
と

思
う
方
は
、
是
非
気
軽
に
は
じ
め

ら
れ
る
塩
ビ
パ
イ
プ
尺
八
か
ら
は

じ
め
て
み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

小
原
捷
次
さ
ん（
下
垣
外
北
部
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

－

６
６
３
１

３６

又
は

　

中
央
公
民
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

－

２
６
２
２

３６



ま　　　つ　　　か　　　わ平成２４年５月１５日 第　583　号○5

て
も
不
安
で
し
た
。
入
学
式
の
日

は
、
緊
張
し
て
教
室
に
入
り
ま
し

た
。
ど
の
人
も
無
言
で
暗
い
空
気

で
し
た
。
入
学
式
終
了
か
ら
始
業

式
ま
で
の
間
に
休
む
時
間
が
あ
っ

た
の
で
、
隣
に
い
た
子
に
話
し
か

け
て
み
ま
し
た
。
そ
の
子
は
転
校

し
て
き
た
ば
か
り
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
私
よ
り
も
っ
と
不
安
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら

は
少
し
ず
つ
友
達
が
で
き
て
き
て
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

●
中
学
に
入
っ
た
ら
知
ら
な
い
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
教
室
に

も
知
ら
な
い
人
が
結
構
い
ま
し
た
。

で
も
、
何
日
か
経
つ
と
話
し
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
知
ら
な

か
っ
た
人
か
ら
も
声
を
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
私
に
と
っ
て
友
達
は
大
切
な

存
在
で
す
。

●
友
達
っ
て

　

ク
ラ
ス
で
「
友
達
」
と
は
何
か

を
考
え
ま
し
た
。

　

友
達
と
は
、
困
っ
て
い
る
時
に

助
け
て
く
れ
た
り
、
相
談
に
の
っ

� ���������������������������������������������

●
中
央
小
に
は
た
く
さ
ん
の
仲
間

が
い
て
、
そ
こ
に
北
小
、
東
小
、

そ
の
他
の
小
学
校
か
ら
来
た
人
が

集
ま
っ
て
、
松
川
中
学
校
の
一
年

生
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
他
の

小
学
校
出
身
の
人
た
ち
と
仲
良
く

で
き
る
こ
と
が
楽
し
み
で
し
た
。
今

で
は
た
く
さ
ん
の
人
と
仲
良
く
な

れ
て
う
れ
し
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り

友
達
は
多
い
方
が
楽
し
い
で
す
。

●
入
学
し
た
時
は
本

当
に
こ
の
ク
ラ
ス
の

人
た
ち
と
友
達
に
な

れ
る
か
と
て
も
心
配

で
し
た
。
し
か
し
、

話
し
か
け
て
み
る
と

す
ぐ
に
う
ち
と
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
友
達
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
中
学
に
入
っ
て
た
く
さ
ん
の
友

達
が
で
き
た
。
た
く
さ
ん
の
友
達

が
い
た
方
が
心
強
い
。
友
達
が
で

き
る
と
ク
ラ
ス
の
ム
ー
ド
が
、信

頼
関
係
が
良
く
な
る
。困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
て
も
助
け
て
く
れ
る
か

ら
。ま
ず
は
、自
分
か
ら
話
し
か
け

て
一
歩
ず
つ
友
達
に
近
づ
き
た
い
。

●
中
一
に
な
る
直
前
の
春
休
み
は

「
新
し
く
友
達
が
で
き
る
か
」
と

て
く
れ
た
り
、一
緒
に
笑
っ
た
り
、

泣
い
た
り
、
怒
っ
た
り
、
自
分
が

ダ
メ
な
こ
と
を
し
て
い
る
時
に
と

め
て
く
れ
た
り
す
る
、
と
て
も
大

切
な
存
在
。

　

自
分
の
事
も
人
の
事
も
考
え
て

く
れ
る
。
時
に
は
、
支
え
て
く
れ

て
、時
に
は
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

注
意
も
し
て
く
れ
る
。
い
じ
め
を

し
な
い
の
も
友
達
。
感
謝
の
気
持

ち
を
持
て
る
人
も
友
達
。
ぼ
く
は
、

い
つ
で
も
助
け
合
い
の
で
き
る
友

達
を
目
指
し
た
い
。

　

わ
た
し
に
と
っ
て
の
友
達
と
は
、

優
し
く
て
親
切
で
あ
る
と
同
時
に
、

ダ
メ
な
こ
と
は
ダ
メ
だ
と
言
っ
て

く
れ
、
う
れ
し
い
・
楽
し
い
と

い
っ
た
感
情
を
共
有
で
き
る
大
切

な
存
在
。

　

友
達
と
は
頼
れ
る
人
。
頼
れ
る

時
も
あ
れ
ば
ケ
ン
カ
を
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
相
談
を
し
た
り
、

話
を
し
た
り
、
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
、
聞
い
て
あ
げ
た
り
で

き
る
存
在
。
辛
い
時
も
、
悲
し
い

時
も
、
い
つ
も
一
緒
に
い
る
人
。

虫
の
声
を
聞
く
会

　

夏
の
暑
さ
も
峠
を
越
え
、林
を
通

り
過
ぎ
る
風
に
涼
し
さ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
る
と
、松
川
青
年
の
家
の

周
り
の
草
原
で
は
虫
た
ち
の
に
ぎ

や
か
な
コ
ー
ラ
ス
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。虫
は
よ
く
鳴
く
こ

と
や
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
名
前
は
知
っ

て
い
ま
す
が
、実
際
に
鳴
い
て
い
る

姿
を
見
た
り
鳴
き
声
に
じ
っ
と
耳

を
傾
け
た
り
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、９
月　
１０

日
に「
秋
の
虫
観
察
会
」と
い
う
講

座
を
開
催
し
、地
域
の
皆
さ
ん
に
秋

の
虫
を
観
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
近
隣
の
市
町
村
か
ら
虫

好
き
の
子
ど
も
や
親
子
連
れ
、ご
夫

婦
な
ど
が
集
ま
り
、講
師
の
小
林
正

明
先
生（
飯
田
女
子
短
大
教
授
）か

ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
熱

心
な
観
察
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。虫

の
声
を
聞
く
こ
と
を
目
的
に
開
い

た
会
な
の
で
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に

は
午
後
４
時
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。最
初
は
先
生
か
ら
秋
の

虫
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。そ

の
中
で
話
さ
れ
た
帰
化
昆
虫「
ア
オ

マ
ツ
ム
シ
」は
明
治
末
期
に
外
国
か

ら
入
っ
て
き
て
、今
で
は
伊
那
谷
で

も
都
市
部
や
人
里
の
サ
ク
ラ
の
木

で
う
る
さ
い
程
よ
く
鳴
く
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
お
話
は
印
象
的
で

し
た
。

　

お
話
が
済

み
、
い
よ
い

よ
虫
の
観
察

会
。
明
る
い

う
ち
は
網
を

使
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
虫
を
捕
ま
え
て
は
先
生
か

ら
名
前
や
特
徴
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。日
が
沈
む
と
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
「
ル
ル
ル
ル

ル
…
」
と
柔
ら
か
い
つ
や
の
あ
る

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。み
ん
な

そ
の
声
の
ほ
う
に
忍
び
足
で
近
づ

き
、注
意
深
く
覗
き
込
ん
で
み
ま
し

た
。「
い
ま
し
た
。」
大
き
な
ク
ズ
の

葉
の
陰
で
羽
を
一
生
懸
命
震
わ
せ

て
い
る
小
さ
な
虫
が
懐
中
電
灯
の

光
に
映
し
出
さ
れ
た
の
で
す
。「
カ

ン
タ
ン
」で
す
。体
全
体
を
使
っ
て

一
生
懸
命
鳴
く
そ
の
姿
は
と
て
も

神
秘
的
で
、参
加
さ
れ
た
方
々
の
心

に
深
く
焼
き
付
け
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。ほ
か
に
も
短
い
声
で
な
く

ス
ズ
の
仲
間
や
「
ツ
ヅ
レ
サ
セ
」と

聞
こ
え
る
ツ
ヅ
レ
サ
セ
コ
オ
ロ
ギ

の
声
も
十
分
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
て
、日
頃
あ
ま

り
気
に
と
め
な
か
っ
た
虫
の
声
を

き
き
な
が
ら
、秋
の
夜
を
楽
し
み
ま

し
た
。

新しい友達
中学1年生
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第　

回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅

２２

伝
競
走
大
会
が
４
月　

日
（
月
）

３０

に
松
本
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

般
の
部
で
は
見
事
町
の
部
６
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
は　
 .  
１
９
５
�

４２

（
９
区
間
）
で
し
た
が
、
今
年
は

　
 .  
５
４
５
�
（
８
区
間
）
に
変
更

３８さ
れ
ま
し
た
。

総　

合　

９
位

町
の
部　

優
勝

記　

録　

２
時
間
７
分　

秒
１４

〈
個
人
成
績
〉

１
区（
２
・
７
�
）

山
岸　

鈴
加 

９
分　

秒
３４

２
区（
３
・
１
�
）

松
下　

湧
登 

　

分　

秒

１０

０５

３
区（
５
・
８
�
）

松
下　

拓
磨 

　

分　

秒

１８

４１

４
区（
６
・
２
�
）

遠
藤　

千
有 

　

分　

秒

１９

５７

５
区（
３
・
１
�
）

熊
谷　

美
佑 

　

分　

秒

１０

５０

６
区（
５
・
８
�
）

小
池　

隼
人 

　

分　

秒

２０

０３

７
区（
６
・
２
�
）

松
山　

克
敏 

　

分　

秒

１９

３３

８
区（
５
・
６
４
５
�
）

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
ののののののののののののののののののののの
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

町
の
部
6666666666666666666666
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇
連
覇

第

回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競

第　

回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
走
大
会会

２２２２

米
山　

祐
貴　
　
　
　
　

分　

秒

１８

３１

小
池
監
督
の
コ
メ
ン
ト

　

春
の
風
物
詩
と
言
え
る
恒
例
の

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
の
部
で
は

念
願
の
６
連
覇
を
達
成
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は　

回
の
歴
史
を
誇

２２

る
大
会
で
す
が
、
過
去
先
輩
方
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
役
場
・
公
民
館
、

そ
し
て
町
民
の
皆
様
の
応
援
で
こ

こ
ま
で
来
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

特
に
生
田
の
松
山
克
敏
君
の
活

躍
は
チ
ー
ム
連
覇
の
原
動
力
で
、

彼
が
町
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
年

か
ら
連
覇
が
始
ま
り
、
長
野
県
縦

断
駅
伝
で
も
重
要
区
間
を
任
さ
れ

る
彼
に
後
半
の
重
要
区
間（
７
区
）

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

一
時
は
３
位
に
転
落
し
た
所
を

冷
静
な
走
り
で
追
い
上
げ
、
町
の

部
１
位
で
ア
ン
カ
ー
に
繋
い
で
く

れ
ま
し
た
。

　

中
高
生
、
大
学
生
も
来
年
の
連

覇
に
向
け
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
町
民
の
皆

様
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

同
日
、
第
８
回
長

野
県
市
町
村
対
抗
小

学
生
駅
伝
競
走
大
会

が
松
本
平
広
域
公
園

陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

６
�
を
１
・
５
�

ず
つ
の
４
区
間
に
分

け
て
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
川
町
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

総　

合　
　

位
１４

町
の
部　

５
位

記　

録　
　

分　

秒

２２

１７

出
場
選
手

１
区　

熊
谷　

茉
里

（
中
央
小
５
年
）

２
区　

北
沢　

智
哉

（
中
央
小
６
年
）

３
区　

原　

彩
花

（
北
小
６
年
）

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗第８回長野県市町村対抗
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会小学生駅伝競走大会

４
区　

古
田　

楓
（
中
央
小
６
年
）

選
手
た
ち
の
声

１
区　

熊
谷
茉
里
さ
ん

緊
張
し
た
け
れ
ど
、
走
っ
て
楽

し
か
っ
た
。

２
区　

北
沢
智
哉
く
ん

く
い
の
な
い
よ
う
に
走
れ
た
。

３
区　

原　

彩
花
さ
ん

疲
れ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
。
も

う
１
回
で
て
み
た
い
。

４
区　

古
田　

楓
く
ん

練
習
は
短
く
き
つ
か
っ
た
が
、

結
果
は
よ
か
っ
た
。
く
い
は

ち
ょ
っ
と
残
っ
た
。

関
監
督
の
コ
メ
ン
ト

　

今
年
は
練
習
時
間
が
少
な
か
っ

た
の
で
心
配
だ
っ
た
が
、
目
標
タ

イ
ム
に
沿
っ
た
結
果
と
な
り
子
ど

も
た
ち
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。
来

年
は
ぜ
ひ
表
彰
台
に
た
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
。

　

少
年
少
女
体
操
・
ス
ポ
ー
ツ
総

合
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
ど
も
短
縄
跳

び
講
習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

１
、
日
時

　

５
月　

日
（
日
）

２７

　

午
前
８
時
〜　

時　

分

１１

３０

２
、
会
場

　

松
川
北
小
学
校　

体
育
館

３
、
募
集
人
員

先
着　

名
（
大
人
の
参
観
は
人

２０

数
制
限
あ
り
ま
せ
ん
）

４
、
参
加
費

　

こ
ど
も
１
人
…　

円
１５０

５
、
申
込
締
切

　

５
月　

日
（
木
）

２４

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

少
年
少
女
体
操
・

　

ス
ポ
ー
ツ
総
合
ク
ラ
ブ

　

代
表　

川
又
一
郎

　

電
話
…　

－

５
７
２
８

３６

　

携
帯
…
０
９
０－

４
４
６
０－

５
７
２
８

こ
ど
も
短
縄
跳
び

講
習
会
の
ご
案
内

小学生チームの皆さん

一般チームの皆さん



ま　　　つ　　　か　　　わ平成２４年５月１５日 第　583　号○7

　　

若
葉
風岩

崎
久
子
（
名
子
中
部
）

夕
づ
き
て
石
焼
の
笛
春
浅
し

妻
の
座
の
厨
に
す
さ
む 
虎
落
笛 

も
が
り
ぶ
え

遠
来
の
客
を
迎
へ
り
桜
狩
り

山
小
屋
に
囀
り
ふ
り
く
る
目
覚
か
な

子
の
宿
へ
若
葉
風
乗
せ
車
発
つ

　

山
桜

山
上
博
子
（
名
子
中
部
）

松
の
も
と
厳
冬
に
絶
え
て
数
多
な
る

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
健
気
に
咲
き
い
る

残
雪
を
被
け
る
山
並
背
に
し
た
る
谷
は

弥
生
の
陽
に
温
も
れ
り

中
央
道
沿
線
の
山
芽
吹
く
中

存
在
し
め
す
山
桜
の
花

桜
漬
け
待
ち
い
る
人
等
の
顔
浮
か
べ

七
分
に
咲
き
し
花
を
摘
み
い
る

南
限
と
北
限
の
草
木
繁
茂
し
て

社
叢
は
緑
の
影
寄
せ
合
え
り

草
で
す
い
ま
せ
ん　
　

〜
雑
草
の
気
持
ち
〜

北
小
６
年　

馬
場　

敦

草
で
す
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
に
じ
ゃ
ま
で

す
い
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
、

力
強
く
生
き
て
ま
す
。

力
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
ま
す
。

草
で
す
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
に
じ
ゃ
ま
で

す
い
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
、
命
あ
る
限
り

一
生
け
ん
命

生
き
ぬ
き
ま
す
。

草
で
す
い
ま
せ
ん
。

早
く
く
だ
も
の
の
旬
に　
　
　
　

な
ら
な
い
か
な

北
小
６
年　

松
下
未
夢

私
の
家
を
で
る
と
そ
こ
は

畑
に
囲
ま
れ
た
道

い
つ
で
も
花
や

く
だ
も
の
が
見
ほ
う
だ
い
。

そ
の
花
や

く
だ
も
の
を
見
る
と

心
が
お
ち
つ
く
ん
だ
。

学
校
帰
り
で
疲
れ
て
い
て
も

少
し
だ
け
疲
れ
が
と
れ
る
、

旬
の
こ
ろ
に
な
る
と

お
い
し
そ
う
な
実
を
つ
け
て
、

す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
い
く
。

少
し
さ
み
し
い
気
も
す
る
け
ど

食
べ
物
だ
か
ら

し
ょ
う
が
な
い
か
っ
て
思
う
。

今
年
も
早
く

旬
の
季
節
に
な
ら
な
い
か
な
。

　

新
井
本
町
の
会
所
を
自
治
会
の

み
な
さ
ん
で
片
付
け
て
い
た
と
こ

ろ
、
押
入
れ
の
中
か
ら
ま
だ
大
島

村
と
い
わ
れ
て
い
た
頃
の
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
獲
得
し
た
、

　

枚
も
の
優
勝
旗

１４２と
た
く
さ
ん
の
賞

状
と
大
会
旗
が
出

て
き
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
町
の
歴
史
に
お
い
て
尊

い
も
の
だ
と
考
え
た
本
町
の
北
原

千
尋
さ
ん
、
優
勝
旗
は
年
代
別
で

一
覧
に
し
、
賞
状
は
フ
ァ
イ
ル
に

入
れ
、
大
会
旗
は
町
に
返
還
し
ま

し
た
。

　

「
当
時
は
本
町
っ
て
い
え
ば
、

村
の
中
で
も
強
豪
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。」
と
う
れ
し
そ
う
に
語
る
、

北
原
さ
ん
。

　

今
回
、
大
会
旗
を
拝
見
し
ま
し

た
が
、
約　

年
前
の
も
の
と
い
う

６０

こ
と
で
し
た
。
今
と
比
べ
る
と
娯

楽
の
少
な
い
時
代
、
き
っ
と
、
家

族
や
近
所
総
出
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

町
図
書
館
に
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

鹿　

嶋　

裕　

子
さ
ん

　

春
の
日
だ
ま
り
の
よ
う
に
ふ
ん

わ
り
温
か
な
感
じ
。

　

今
回
の
ひ
と
鹿
嶋
裕
子
さ
ん
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

休
館
日
の
水
曜
日
、
休
み
で
も

蔵
書
の
整
理
に
お
忙
し
い
な
か
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

メ
ガ
ネ
の
似
合
う
か
わ
い
ら
し

…
ま
し
た
が
、
本
来
の
目
的
に
軌

道
修
正
。

　

松
川
町
生
田
出
身
の
鹿
嶋
さ
ん

は
結
婚
さ
れ
て
駒
ヶ
根
市
へ
。
子

育
て
が
一
段
落
つ
い
た
と
こ
ろ
で

小
学
校
図
書
館
の
司
書
な
ど
を
さ

れ
、
縁
あ
っ
て
松
川
町
図
書
館
へ

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

本
が
大
好
き
、
と
お
っ
し
ゃ
る

鹿
嶋
さ
ん
と
本
の
虫
が
騒
ぎ
始
め

た
私
の
あ
い
だ
で
読
書
談
義
が
始

ま
り
、
取
材
と
い
う
よ
り
少
人
数

の
女
子
会
風
で
楽
し
い
お
話
を
お

聞
き
で
き
ま
し
た
。

　

「
平
日
の
開
館
時
間
が
午
後
６
時

ま
で
に
な
っ
た
図
書
館
に
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」（
鹿
嶋
裕

子
さ
ん
よ
り
）
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大
島
村
野
球
大
会
旗

会
所
の
押
入
れ
か
ら
…

い
お
嬢
さ
ん

と
い
っ
た
印

象
の
鹿
嶋
さ

ん
で
す
が
２

人
の
お
子
さ

ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
そ
う

で
、
し
ば
ら

く
の
あ
い
だ

子
育
て
談
義

に
花
が
さ
き
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先
日
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。有
名
な
美
術
品
を
見
る
事
が
目

的
で
し
た
が
、多
く
の
人
と
の「
出
会

い
」が
よ
り
一
層
思
い
出
深
い
旅
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
メ
ン
バ
ー
は
私
を

含
め　

名
と
少
人
数
で
す
が
、家
族

１４

連
れ
や
新
婚
旅
行
の
夫
婦
・　

代
の

７０

夫
婦
と
年
齢
は
様
々
。で
す
が
初
め

て
会
っ
た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
に

意
気
投
合
し
、家
族
の
よ
う
に
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。添

乗
員
さ
ん
も
お
も
し
ろ
く
仕
事
に
一

生
懸
命
な
方
で
、帰
り
の
空
港
で
び
っ

し
り
綴
ら
れ
た
旅
行
記
を
い
た
だ
き

感
動
。

　

旅
行
中
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
故
障

し
閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
に
も
遭
遇
。一
緒
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
乗
っ
て
い
た
現
地
の
方
が
助

け
を
呼
ん
で
く
れ
、不
安
な
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
の
私
を
励
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
。他
に
も
地
下
鉄
で
迷
っ
て

い
る
と
親
切
に
声
を
か
け
て
く
れ
る

方
な
ど
、そ
う
い
っ
た
方
々
の
お
か

げ
で
本
当
に
楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
旅
行
で
多
く
の
人
と
の
関

わ
り
合
い
で
よ
り
豊
か
な
旅
行
に
な

る
と
確
信
し
ま
し
た
。リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
の
で
、新
た
な
気
持
ち
で
明

日
か
ら
頑
張
ろ
う
。

（
巻
井
美
幸
）
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傘付きの二十三夜塔。略して「三夜塔」と
も呼ばれる。
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まちの石仏 �

「二十三夜塔 」（原田）
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東
日
本
に
と
ど
け

�������������������

瓦
礫
の
荒
野
に
ぽ
つ
ん
と
立
つ

「
羅
漢
か
か
し
」
の
姿
が
浮
か
び

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
３
ヶ
月
、

割
っ
て
切
っ
て
砕
い
て
…
作
品
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

二
科
展
出
品
後
、
大
勢
の
方
に

見
て
い
た
だ
き
共
感
や
励
ま
し
を

い
た
だ
い
た
が
、
は
た
し
て
誰
を

励
ま
す
べ
き
な
の
か
…
誰
を
い
や

す
べ
き
な
の
か
と
疑
問
が
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。
あ
る
日
か
か
し
に

ふ
と
目
を
や
る
と
、
朝
日
を
浴
び

な
が
ら
「
俺
を
被
災
地
へ
連
れ
て

行
け
」
と
、
つ
ぶ
や
い
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
大
場
さ
ん
。
普
段
か

ら
親
し
く
さ
れ
て
い
る
寺
の
住
職

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
被
災
地
で

彫
刻
を
手
が
け
ら
れ

た
方
で
、
東
京
の
二

科
展
に
も
出
品
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
二
科
展
の

テ
ー
マ
を
構
想
し
て

い
る
時
期
に
大
震
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

繰
り
返
し
報
道
さ
れ

る
惨
状
を
見
る
中
、
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ス
コ
ッ
プ
叩
い
て
心
は
ひ
と
つ

上
町
上
町　

宮
下
和
子

宮 
下 
和 
子

　

さ
く
ら
の
開
花
が
待
ち
ど
お
し

い
４
月
７
日
。

　

片
桐
神
社
の
春
季
祭
典
で
、
獅

子
囃
子
、
長
持
ち
、
片
桐
三
自
治

会
（
中
荒
町
、
町
谷
、
上
町
）
の

女
性
に
よ
る
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、

私
達
上
町
女
性
部
は
ス
コ
ッ
プ
三

味
線
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

各
自
が
持
ち
よ
っ
た
ス
コ
ッ
プ

を
三
味
線
に
見
立
て
て
抱
え
、
バ

チ
代
わ
り
の
台
所
用
品
（
栓
抜
き
、

お
玉
、
マ
ッ
シ
ャ
ー
、
肉
た
た
き

な
ど
）
で
演
歌
に
合
わ
せ
て
叩
き

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
動
画

配
信
さ
れ
て
い
る
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
。
日
本
で
の
全
国
大
会
や
世
界

大
会
レ
ベ
ル
に
は
遠
く
及
び
ま
せ

ん
が
全
員
が
血
の
に
じ
む
よ
う
な（
な

ん
ち
ゅ
う
オ
ー
バ
ー
な
！
）
練
習

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
見
な
く
な
っ
た
姉
さ
ん

被
り
の
手
拭
い
と
ヤ
ッ
ケ
姿
で
果

樹
用
コ
ン
テ
ナ
に
座
り
、
皆
さ
ん

の
手
拍
子
を
後
押
し
に
華
麗
な
？

バ
チ
さ
ば
き
を
見
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
彫
刻
家
大
場
敏
弘

１５

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
東
日
本
の

被
災
地
宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
彫
刻

を
寄
贈
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
場
さ
ん
は
、
新
井
商
店
街
の

は
、
仏
像
を
多
数
失
っ
て
お
り
石

彫
が
心
を
痛
め
挫
折
し
そ
う
に
な
っ

た
人
々
の
拠
り
所
に
な
れ
ば
と
考

え
ま
し
た
。
そ
し
て
様
々
な
方
面

の
協
力
を
得
て
、
受
け
入
れ
て
く

れ
る
被
災
地
が
決
ま
り
、
寄
贈
と

な
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
松
川

町
か
ら
、
様
々
な
意
味
で
東
日
本

大
震
災
の
記
憶
を
と
ど
め
る
一
つ

の
手
段
と
し
て
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
と
の
こ
と
で
す
。
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